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学芸員研究ノ ート 化石動物群 樽 議リ(学芸員)

1.化石動物群 (FossilFauna) 

化石動物群とはJある地域のある時
代の地層 I~~ から産出する化石群集に基

づいて考えられる動物群集」です(地

学団体研究会編・ 『地学事典』平凡社よ

り)。化石動物群からは，古環境の解明

や地層の年代対比など、の研究が行われ

ます。例えば，中国大陸では，日本の

ように時間面を対比できる火山灰層が

非常に少ないので，この動物群が地層

の新旧の判断基準になっています。

化石動物というと， 化石軟体動物，

化石魚類， 化石崎乳類などいろいろな

ものが含まれますが，それぞれの分類

群について化石動物群を考えることが

できます。また，現生の生物群では調

査地域のすべての生物種を対象としま

すが，化石動物群の場合は，すべての

種は含みません。

2. 日本の化石晴乳動物群

日本の化石晴乳類としては，新生代

第四紀のものが数多く見つかっていま

す。その化石哨乳動物群の一つに，ナ

ウマンゾウ (Palaeoloxodonnaumanni) 

に関連したものがあります。第四紀に

生息していたナウマンゾウは， 化石の

数も多く，各地から発見されていて，

また一緒に生息していた動物もたくさ

ん見つかっています。ナウマンゾウと

一緒に生息していた哨乳動物としては，

トガリネズミやジネズミの仲間， コウ

モリの仲間，ニホンザル，ウサギ，ネ

ズミやムササピの仲間，オオカミやキ

ツネ，タヌキ，クマ， トラ，ヒョウ，サ

イ，イノシシ，ニホンムカシジカ，ヤ

ベオオツノジカ!'¥イソン，ステゴド

ンゾウなど小さな動物から大ききな動

物までさまざまです。これ

らの化石は，長野県の野尻

湖，青森県，岩手県，栃木

県，岐阜県，山口県，福岡

県の石灰岩地域の洞窟など

からナウマンゾウ化石と一

緒に発見されています。ナ

ウマンゾウと一緒に産出し

たこれらの動物群に基づい

て，第四紀更新世後期の古

環境が推定されています。

それによると森林性のネズ

ミの仲間が多く産出してい

るととから，森林環境が卓

越していたことがわかりま

す。また，動物群は同じ時

代のユーラシア大陸の動物

群とは大きく異なる ，日本

固有種が多かったことがわ

かっています。このことか

ら，ナウマンゾウを含む日

本の動物群は，温帯の森林

環境の日本特有のもので

あったことを示していま

す。また，ナウマンゾウも

渦帯の森林に生息していた
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ゾウと推定できます。

ナウマンゾウを含む化石動物群が発

見された地層の年代を調べると ，動物

群の様子が時代を追って変化している

ことがわかります。動物群の様子が変

化したということは，ユーラシア大陸

から新たに動物が渡ってきたことを意

|床します。このような動物群の変化

と，貝や有孔虫の殻の酸素同位体比か

ら求められる海水温，植物相の変化な

どから推定される当時の気候を照らし

合わせると，どのような

ルートで動物たちがユーラ

シア大陸から 日本に渡って

きたのか推定することがで

きます。例えば氷河期に動

物の種類が増えたのなら

ば，海水面が下がって朝鮮

半島から九州北部を通って

渡ってきたか，あるいはサ

ハリンから北海道を通って

i度ってきたのかという推定
ができます。

は，それほど多くの，また大型の動物

は渡ってくることはできません。ユー

ラシア大陸から隔離された日本の動物

群は，ナウマンゾウを初めとする大型

草食獣や肉食獣が絶滅したあと，より

固有度の高い動物群に変わりました。

ナウマンゾウの臼歯.機井コレクションより. 現在島国である日本に

ナウマンゾウの発見された地層と同

じ時代の地層かははっきりしません

が，瀬戸内海の海底からナウマンゾウ

を含む多くの晴乳動物の化石が発見さ

れています。これらの化石は，底引き

網漁のときに網の中にはいっているこ

とがあるのです。瀬戸内海から発見さ

れるこれらの化石は、採集される量が

多いことから、各地の博物館に収蔵さ

れています。神奈川県立生命の星・地

味博物館にもその標本は保管されてい

ますが、多くは、放椴井欽一博士が収

集したコ レクションに含まれていま

す。このコレクションの中にはナウマ

ンゾウの他に、ヤベオオツノジカ

(Sinomegaceros yabei)やニホンムカ

シジカ (Cervuspraenipponicus)など

が含まれています。
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